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出雲弥生の森博物館だより
IZUMO　YAYOINOMORI　MUSEUM

季 刊
弥 生 の 出 雲 王 に 出 会 え る

第 57 号
（2025 年 4 月）

よすみちゃん

第57号

５
月
４
日（
日
・
祝
）

　

よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ
10
時
～
11
時

13
時
～
14
時

５
月
５
日（
月
・
祝
）、
６
日（
火
・
休
）

　

折
り
紙
教
室
９
時
30
分
～
11
時
30
分

13
時
30
分
～
15
時
30
分

５
月
３
日（
土
・
祝
）～
５
日（
月
・
祝
）

　

キ
ャ
ラ
探
し
ス
ー
パ
ー

５
月
６
日（
火
・
休
）

　

勾
玉
・
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り

　

博
物
館
探
検
隊

①
11
時
～
11
時
30
分

　

②
12
時
～
12
時
30
分

◆
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

５
月
３
日（
土
・
祝
）

　

火
起
こ
し
体
験　
　
　

10
時
～
12
時

13
時
～
15
時

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
る

よ
！
最
新
の
情
報
は
博
物
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て
ね
！

おまつり当日は
「よすみちゃん」
も登場するよ！

　

古
代
体
験
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

10
時
～
15
時

ミ
ニ
丁
銀
づ
く
り古

代
出
雲
歴
史
博
物
館

銅
剣
・
銅
鐸
プ
ラ
板
づ
く
り

荒
神
谷
博
物
館

古
代
瓦
文
様
の
う
ち
わ
を
作
ろ
う

八
雲
立
つ
風
土
記
の
丘

勾
玉
消
し
ゴ
ム
づ
く
り

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

　

展
示
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

●
常
設
展
館
長
ガ
イ
ド　

10
時
05
分
～
11
時
05
分

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展　

14
時
～
14
時
30
分

●
速
報
展　
　
　
　

14
時
30
分
～
15
時

　

屋
台
村
・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー10

時
～
15
時

　

西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス

10
時
～
15
時

◆
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

４
月
29
日（
火
・
祝
）

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

出
雲
商
業
高
校
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
10
時

開
館
15
周
年

出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
５

◇
三
谷
神
社
獅
子
舞
保
存
会

　

子
ど
も
獅
子
舞　

13
時
～
13
時
30
分

無料

無料無料

無料無料無料無料

無料

有料有料
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第57号

旧
大
社
駅　

写
真
展

　
　
「
文
化
財
修
理
の
現
場
」

★
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

★
旧
海
軍
大
社
基
地
の
情
報
求
む

★
も
の
づ
く
り
体
験
に
つ
い
て

保存修理の現場の様子

復原作成した新しい鴟尾

　

重
要
文
化
財
「
旧
大
社
駅
本ほ

ん
や屋

」
は
、

か
つ
て
国
鉄
大
社
線
の
終
着
駅
と
し

て
、
出
雲
大
社
へ
の
多
く
の
参
拝
客
を

迎
え
入
れ
ま
し
た
。
美
し
い
木
造
建
築

の
駅
舎
は
全
国
で
も
珍
し
く
、
純
和
風

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
荘
厳
な
姿
を
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
お
願
い
で
す
。
基
地
の
施

設
の
所
在
や
基
地
の
建
設
に
つ
い
て
見

聞
き
し
た
話
な
ど
、
ご
存
じ
の
こ
と
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

出
雲
市
文
化
財
課
は
、
大
社
基
地
を

主
な
対
象
と
し
て
、
総
合
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。主
な
調
査
項
目
は
三
つ
、

「
遺
構
調
査
」「
聞
き
取
り
調
査
」「
物

品
調
査
」
で
す
。

　

い
ず
れ
も
、
皆
さ
ん
か
ら
う
か
が
う

お
話
が
調
査
の
出
発
点
と
な
り
ま
す
。

　
「
〇
〇
に
防
空
壕
が
あ
る
」「
×
×
に

兵
舎
が
あ
っ
た
」「
☆
☆
の
構
造
は
…
」

「
当
時
、
□
□
を
み
た
」「
△
△
と
い
う

話
を
聞
い
て
い
る
」「
う
ち
に
兵
隊
さ

ん
が
泊
ま
っ
て
い
た
」「
海
軍
が
使
っ

て
い
た
◇
◇
を
持
っ
て
い
る
」「
戦
時

中
の
生
活
は
◎
◎
だ
っ
た
」etc

…
。

　

皆
さ
ん
大
し
た
こ
と
は
知
ら
な
い
が

…
と
前
置
き
さ
れ
ま
す
が
、
お
話
を
う

か
が
う
と
、
今
で
は
知
る
こ
と
が
で
き

な
い
事
実
が
ご
ろ
ご
ろ
と
。

　

今
年
は
戦
後
八
十
年
。
戦
時
を
知
る

人
も
減
り
、
多
く
の
記
憶
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

戦
争
の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た

め
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先（
０
８
５
３
）２
１
ー
６
６
１
８

（
黒
田　

祐
介
）

　

当
館
で
は
、
３
種
類
の
も
の
づ
く
り

を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
古
代
鏡
づ
く
り
」
お
よ
び
５
人
以

上
の
団
体
で
の
体
験
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
原
則
２
週
間
前
ま
で
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。「
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
」

「
勾
玉
づ
く
り
」
は
、
少
人
数
で
あ
れ

ば
予
約
な
し
で
ご
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
申
し
込
み
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
！

◆
古
代
鏡
づ
く
り

　

合
金
を
溶
か
し
て
型
に
流
し
込
み
、

表
面
を
磨
い
て
小
さ
な
鏡
を
作
り
ま
す
。

◇
所
要
時
間
60
分
、
参
加
料
金
550
円

※�

古
代
鏡
作
り
の
当
日
予
約
は
受
付
け

て
い
ま
せ
ん

◆
勾
玉
づ
く
り

　

滑
石
と
い
う
石
を
削
っ
て
、
当
館
で

展
示
し
て
い
る
勾
玉
と
同
じ
形
の
勾
玉

を
作
り
ま
す
。

◇
所
要
時
間
60
分
、
参
加
料
金
350
円

◆
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
缶
バ
ッ
ジ
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

◇
所
要
時
間
15
分
、
参
加
料
金
50
円

　
（
缶
バ
ッ
ジ
３
個
分
）

３
月
８
日（
土
）～
６
月
30
日（
月
）

　

現
存
す
る
駅
舎
は
、
１
９
２
４（
大

正
13
）年
に
建
設
さ
れ
た
２
代
目
の

駅
舎
で
あ
り
、
２
０
０
４（
平
成
16
）

年
に
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

２
０
２
４（
令
和
６
）年
２
月
に
建
設
か

ら
１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
在
、

国
の
重
要
文
化
財
の
駅
舎
は
、
旧
大
社

駅
本
屋
、
東
京
駅
丸
の
内
本
屋（
東
京

都
）、
門
司
港
駅
本
屋（
福
岡
県
）の
３

棟
の
み
で
す
。

　

一
方
で
、
建
築
後
１
０
０
年
が
経

過
し
、
腐
食
や
破
損
が
進
ん
で
お
り
、

２
０
２
０（
令
和
２
）年
度
か
ら
約
５
年

を
か
け
て
、
保
存
修
理
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
０
２
５（
令
和
７
）年
12

月
の
工
事
完
了
を
前
に
、
旧
大
社
駅
本

屋
を
守
り
受
け
継
ぐ
修
理
現
場
の
様
子

を
紹
介
す
る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
写
真
の
内
容
に
関
連
し
て
、
瓦
や

鴟し

び尾
、板
材
も
合
わ
せ
て
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
写
真
の
力
を
通
し
て
、

文
化
財
修
理
の
臨
場
感
を
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。　
（
吾
郷　

誠
）
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第57号

漂
着
船
の
知
ら
せ

★
施
設
の
ご
使
用
に
つ
い
て

★
博
物
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

★
文
書
の
森
を
ゆ
く
�

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
は
、
た
い

け
ん
学
習
室
や
実
習
室
を
ご
使
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
出
雲
市
公
共
施
設
予

約
シ
ス
テ
ム
」
に
当
館
施
設
の
空
き
状

況
を
公
開
し
ま
し
た
。
予
約
状
況
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
は
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
で
は
、
常
設

展
示
室
の
案
内
や
、
勾
玉
づ
く
り
な
ど

の
体
験
教
室
を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
一
緒
に
博
物
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
募
集
対
象

　

年
齢
・
性
別
・
経
験
等
不
問

●
活
動
頻
度

　

月
１
、２
回　

各
回
２
、３
時
間　

※
ご
都
合
の
つ
く
範
囲
で

●
活
動
内
容

　

・
博
物
館
常
設
展
示
室
の
案
内

　

・
体
験
メ
ニ
ュ
ー
（
勾
玉
づ
く
り
、

缶
バ
ッ
ジ
づ
く
り
等
）
指
導

　

・
イ
ベ
ン
ト
（
各
種
講
座
、
出
雲
弥

生
の
森
ま
つ
り
等
）
の
補
助

　

・
月
１
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
定
例
会

　
　
（
打
合
せ
、
企
画
展
解
説
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

今
回
は
出
雲
市
が
所
蔵
す
る
古
文
書

の
中
か
ら
一
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

あ
る
年
の
６
月
24
日
、
口
田
儀
（
現 

多
伎
町
）
の
人
へ
届
け
ら
れ
た
急
ぎ
の

手
紙
に
は
こ
ん
な
内
容
が
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。「
昨
日
、
当
方
へ
届
い
た
手

紙
に
よ
る
と
、『
…
同
七
つ
半
時
（
午

後
５
時
頃
）
に
飛ひ

き
ゃ
く脚

が
や
っ
て
き
て
、

杵
築
に
長
崎
か
ら
の
船
一い

っ
そ
う艘

が
漂

ひ
ょ
う
ち
ゃ
く着

し
、
十
人
ば
か
り
が
乗
っ
て
い
た
。
彼

ら
は
出
雲
大
社
へ
の
参
詣
を
希
望
し
た

の
で
お
奉
行
様
に
連
絡
す
る
な
ど
の
対

応
が
な
さ
れ
た
…
そ
の
後
彼
ら
は
米
を

売
っ
て
も
ら
い
出
発
し
た
』
と
い
う
話

を
聞
い
た
」。

　

こ
の
手
紙
に
は
年
号
等
の
記
載
が
無

く
、
詳
細
な
年
は
不
明
で
す
が
、
受
け

取
っ
た
人
の
活
動
し
た
時
期
か
ら
、
江

戸
時
代
末
頃
と
推
測
で
き
ま
し
た
。
文

中
に
「
昨
日
…
同
七
つ
半
時
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
先
方
に
飛
脚
が
来
た
翌
日

に
は
田
儀
へ
手
紙
が
届
け
ら
れ
て
お

り
、
急
い
で
手
紙
を
送
っ
た
で
あ
ろ
う

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
、
船
が
港
に
入
る
際

に
は
現
地
の
船ふ

な
ど
ん
や

問
屋
等
が
船
の
身
元
確

認
や
入
港
料
の
徴

ち
ょ
う
し
ゅ
う

収
す
る
こ
と
が
決
ま

り
で
、
初
め
て
来
た
船
で
あ
っ
て
も
同

様
で
し
た
。
た
だ
し
船
が
難な

ん
ぱ破

・
漂
着

し
た
時
は
違
っ
て
お
り
、
船
員
の
救
助

と
海
に
流
さ
れ
た
荷
物
の
引
き
上
げ
、

船
員
の
身
元
確
認
や
聞
き
取
り
調
査
、

港
の
関
係
者
へ
の
対
応
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
文
中
で
も
郡こ

お
り
ぶ
ぎ
ょ
う

奉
行
や
関
係
各

所
へ
急
い
で
知
ら
せ
た
と
の
記
述
が
あ

り
、
非
常
事
態
で
あ
っ
た
と
分
か
り
ま

す
。

　

こ
の
手
紙
を
受
け
取
っ
た
人
は
口
田

儀
で
た
た
ら
製
鉄
を
営
ん
で
い
た
田
儀

櫻
井
家
の
関
係
者
で
、
鉄
の
販
売
に
か

か
る
金
銭
の
差
配
や
、
鉄
の
輸
送
に
使

う
廻
船
に
つ
い
て
情
報
収
集
を
し
て
い

ま
し
た
。
船
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い

る
以
上
、
海
難
事
故
は
他
人
事
で
は
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
い
ざ
と
い
う
時
の

対
応
の
た
め
に
情
報
収
集
を
し
て
い

て
、
こ
う
し
た
手
紙
が
遺
さ
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

一
枚
の
古
文
書
か
ら
、
当
時
の
港
の

人
々
の
様
子
や
、
対
応
す
る
役
所
の
動

き
、
そ
し
て
事
件
現
場
か
ら
離
れ
た
場

所
の
船
に
関
わ
る
人
々
に
も
情
報
が
伝

わ
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
情
報

を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
、
非
常
に

興
味
深
い
一
通
で
す
。

（
荒
川 

英
里
）

区　分 使用料
実習室（約 40㎡、調理実習設備あり） ５００円

たいけん学習室（約 180㎡） 全面使用 ２，５４０円

たいけん学習室（約 90㎡） 半面使用 １，２７０円

※表中の使用料は１時間あたりの価格です。
※�冷暖房を使用される場合は使用料の３割相当額を使用料に
加算します。営利目的の利用は、使用料を10割加算します。

※�歴史学習を行われる場合などについては、使用料の減免も
ありますのでご相談ください。
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（発行）出雲弥生の森博物館
2025年4月

〒 693-0011
島根県出雲市大津町2760

（TEL） 0853-25-1841
（FAX） 0853-21-6617
（E-mail） yayoi@city.izumo.lg.jp
https://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
● 入 館 料 / 無 料
● 開館時間 / 9：00～17：00
　　　　　　（入館は16：30 まで）
● 休 館 日 / 火曜日
　　　　　　（祝日の場合は翌平日）
　　　　　　年末年始

第57号

　

年
の
初
め
に
、
日
本
遺
産
『「
伊い

た
み丹

諸も
ろ
は
く白

」
と
「
灘
の
生
一
本
」　

下
り
酒

が
生
ん
だ
銘
醸
地
、
伊
丹
と
灘な

だ
ご
ご
う

五
郷
』

を
訪
ね
た
。「
下
り
酒
」
と
は
江
戸
売

り
の
清
酒
の
こ
と
。
こ
の
日
、
足
を
運

ん
だ
の
は
西
宮
市
の
辰た

つ
う
ま
え
つ
ぞ
う

馬
悦
蔵
商
店
。

「
白
鷹
」
の
醸
造
元
だ
。
附
属
の
白は

く
た
か鷹

禄ろ
く
す
い
え
ん

水
苑
に
は
、
日
本
遺
産
の
構
成
要
素

が
い
く
つ
も
展
示
し
て
あ
る
。

　

じ
つ
は
、
若
い
こ
ろ
に
こ
の
酒
蔵
へ

来
た
こ
と
が
あ
る
。
大
学
の
考
古
学
教

室
で
は
毎
冬
に
「
酒
蔵
見
学
会
」
と
し

て
灘
を
訪
れ
て
い
た
。
日
本
の
伝
統
産

業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
い
う

趣
旨
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
建
前

で
、
し
ぼ
り
た
て
の
お
酒
を
い
た
だ
く

こ
と
に
眼
目
が
あ
る
の
は
言
わ
ず
も
が

な
。
酒
蔵
入
口
の
一
室
で
、
杜
氏
さ
ん

が
焙
っ
て
く
れ
た
酒
粕
を
肴
に
口
に
し

た
日
本
酒
の
味
は
、
い
ま
で
も
忘
れ
ら

れ
な
い
。
た
だ
、
し
こ
た
ま
酔
う
。
残

念
な
こ
と
に
、
当
時
の
酒
蔵
は
阪
神
大

震
災
で
壊
れ
て
し
ま
い
、い
ま
は
な
い
。

　

さ
て
、「
白
鷹
」
の
三
代
悦
蔵
氏
は

大
学
で
考
古
学
を
専
攻
し
た
こ
と
か

ら
、
当
主
を
し
つ
つ
考
古
資
料
、
な
か

で
も
銅
鐸
の
収
集
保
存
に
尽
力
さ
れ

た
。
そ
れ
が
、
辰
馬
考
古
資
料
館
の
収

蔵
品
だ
。
銅
鐸
研
究
に
欠
か
せ
な
い
優

★
館
長
古こ

ら

む
来
夢

品
が
揃
う
。

　

帰
り
際
、
白
鷹
禄
水
苑
の
売
店
を
そ

ぞ
ろ
歩
き
し
て
い
る
と
、
ふ
と
壁
の
看

板
に
目
が
留
ま
っ
た
。
ナ
ン
ト
、
も
と

は
松
江
市
の
酒
屋
に
あ
っ
た
も
の
で
は

な
い
か
！
白し

ら
か
た
ほ
ん
ま
ち

潟
本
町
に
あ
っ
た
「
秦は

た
ま
さ政

義よ
し

商
店
」
と
判
明
。
こ
れ
は
、
さ
ら
に

探
索
し
な
け
れ
ば
。　
　
（
花
谷　

浩
）

▼
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

　

開
催
中
～
６
月
30
日（
月
）

　

旧
大
社
駅　

写
真
展

　
　
　
「
文
化
財
修
理
の
現
場
」

　

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　
　

４
月
13
日（
日
）、５
月
18
日（
日
）、

　
　

６
月
８
日（
日
）

　
　

※
い
ず
れ
も
10
時
～

　
　
　

参
加
無
料
・
申
込
不
要

▼
速
報
展

　

開
催
中
～
５
月
26
日（
月
）

　
「
大
き
な
溝
跡
み
つ
か
り
ま
し
た

～
高
西
遺
跡
の
３
次
発
掘
調
査
～
」

▼
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
２
０
２
５

　

４
月
29
日（
火
・
祝
）

　

５
月
３
日（
土
・
祝
）～
６
日（
火
・
休
）

★
展
示
の
ご
案
内

★
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

★
講
座
・
講
演
会
の
ご
案
内

▼
職
員
リ
レ
ー
講
座

①
６
月
28
日（
土
）　

14
時
～
16
時

　
「
受
け
継
が
れ
る
本
殿
～
須
佐
神
社

本
殿
保
存
修
理
事
業
を
中
心
に
～
」

　

●
講　

師　
　

吾
郷　

誠

　
　
　
　
　
　
　

赤
木　

薫

（
文
化
財
保
護
係
）

②
７
月
12
日（
土
）　

14
時
～
16
時

　
「
旧
海
軍
大
社
基
地
の

設
営
記
録
を
読
む
」

　

●
講　

師　
　

黒
田 

祐
介

（
博
物
館
学
芸
係
）

講
座
・
講
演
会
の
申
込
に
つ
い
て

定
員
80
名　

事
前
申
込
必
須（
電
話
・
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
）

各
回
３
０
０
円

●
申
込
受
付
時
間　

９
～
17
時

●
予
約
時
の
必
須
事
項　

氏
名
・
電
話
番
号

③
７
月
19
日（
土
）　

14
時
～
16
時

　
「
旧
海
軍
大
社
基
地
の

調
査
と
平
和
学
習
」

　

●
講　

師　
　

三
原 

一
将

（
文
化
財
課　

主
査
）

昨年度の職員リレー講座の様子


